
　

大
通
公
園
に
は
、
ラ
イ
ラ
ッ
ク

を
は
じ
め
約
九
十
種
、
四
千
本
以

上
の
さ
ま
ざ
ま
な
樹
木
が
生
育
し
、

西
一
〜
八
丁
目
の
八
十
七
カ
所
の

花
壇
で
は
、
花
々
が
四
季
折
々
の

姿
を
見
せ
て
く
れ
ま
す
。

　

夏
に
は
、
大
小
十
一
基
の
噴

水
・
壁
泉
が
、
涼
し
さ
を
演
出
し

ま
す
。

　

そ
ん
な
大
通
公
園
で
す
が
、
他

に
も
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。

　

大
通
公
園
第
一
号
の
碑

 　　

西
六
丁
目
に
、
歴
史
を
感
じ
さ

せ
る
大
き
く
古
い
碑
が
建
っ
て
い

ま
す
。

　

明
治
十
九
年
、
幕
末
の
箱
館
戦

争
や
咸
臨
丸
で
知
ら
れ
る
榎え

の

本も
と

武た
け

揚あ
き

の
書
で
す
。
当
初
は
、
日
本
で

初
め
て
の
都
市
公
園
で
あ
る
偕
楽

園
（
北
区
北
七
西
七
）
に
建
て
ら

れ
た
も
の
で
、
後
に
現
在
の
場
所

に
移
さ
れ
ま
し
た
。

　

都
会
の
緑
に
調
和
す
る
彫
刻

  　

東
区
の
モ
エ
レ
沼
公
園
の
計
画

や
設
計
に
携
わ
っ
た
こ
と
で
、
有

名
な
イ
サ
ム
・
ノ
グ
チ
の
作
品
で

す
。

　

西
八
・
九
丁
目
の
公
園
が
連
な

っ
て
い
る
中
央
に
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
設
置
さ
れ
る
前
は
、
南
北

に
道
路
が
走
っ
て
い
ま
し
た
が
、

彼
の
遺
言
を
尊
重
し
、
道
路
を
遮

断
し
て
公
園
を
つ
な
げ
、
現
在
の

よ
う
な
形
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
生
前
に
「
こ
の
彫
刻
は
、

子
ど
も
た
ち
の
お
尻
で
磨
か
れ
て

完
成
す
る
」
と
言
っ
て
い
た
そ
う

で
す
。

　

ラ
イ
ラ
ッ
ク
を
歌
っ
た

  　

昭
和
三
十
五
年
、
市
民
の
ア
ン

ケ
ー
ト
で
札
幌
の
木
と
し
て
選
ば

れ
た
ラ
イ
ラ
ッ
ク
（
リ
ラ
）。

　

以
前
か
ら
、
札
幌
市
民
に
親
し

ま
れ
て
い
た
こ
の
木
を
、
昭
和

三
十
年
に
、
札
幌
を
訪
れ
た
歌
人

吉
井
勇
が
、
旅
の
記
念
に
残
し

た
「
北
遊
小
吟
」
の
一
首
と
し
て
、

「
家
ご
と
に
リ
ラ
の
花
咲
き
札
幌

の
・
・
・
・
」
と
歌
っ
た
そ
う
で
す
。

大
通
公
園

Ｍ
Ａ
Ｐ

大通西１丁目大通西２丁目大通西３丁目

大通西７丁目大通西８丁目大通西９丁目

彫
刻
・
碑
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

　

園
内
に
は
、
全
部
で
二
十
基

の
彫
刻
や
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
が
設

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
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❽

❶
花
の
母
子
像

❷
ベ
ン
ソ
ン
の
水
飲
み

❸
開
拓
母
の
像

❹
牧
童
の
像

❺
湖
風
の
像

❻
石
川
啄
木
歌
碑

❼
泉
の
像

❽
吉
井
勇
歌
碑

❾
聖
恩
碑

10
日
時
計

11
開
拓
紀
念
碑

12
奉
仕
の
道

13
漁
民
の
像

14
集
団
帰
国
記
念

15
ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
ラ
イ
ド
・

　

マ
ン
ト
ラ

16
有
島
武
郎
文
学
碑

17
黒
田
清
隆
之
像

18
ホ
ー
レ
ス
・
ケ
プ
ロ
ン
之
像

19
マ
イ
バ
ウ
ム

20
若
い
女
の
像

※
場
所
に
つ
い
て
は
、
二
〜
三

ペ
ー
ジ
上
下
に
あ
る
Ｍ
Ａ
Ｐ
を

参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

開
拓
紀
念
碑
11

ブ
ラ
ッ
ク
・
ス
ラ
イ
ド
・

マ
ン
ト
ラ
15

吉よ
し
い
い
さ
む

井
勇
歌
碑
❽

凡例　
■：水飲み場　
■：トイレ
■：身障者トイレ
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遊水路
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